
2017年　4月　現在

カリブ地域防災管理

防災・環境分野の課題別研修 課題別研修他

緊急通信体制改善計画 無償

 

草の根無償

国別開発協力方針　別紙

協力プログラム名 案件名

重点分野１
（中目標）

協力プログラム概要

対ジャマイカ事業展開計画

【現状と課題】
小島嶼開発途上国であるジャマイカでは，ハリケーンによる洪水，地滑り等の被害が深刻であり，同国の主要産業で
ある観光・サービス業，農業の成長にも影響を与えていることから，気候変動も含めた自然災害に対する脆弱性の克
服が重要課題である。ジャマイカ政府は，国家開発計画である「Vision2030」において，持続的な資源の維持・活用
や自然災害への適応と緩和を掲げている。更に，「Vision2030」では，経済発展に伴う都市環境の悪化などを踏ま
え，都市環境の持続可能な開発との目標達成のため，都市の廃棄物管理体制の改善を課題の一つとしている。また，
温室効果ガスの削減及び自然災害発生時の電力確保等の観点から，省エネルギーの推進及び再生可能エネルギーへの
転換が重視されている。

スキーム

実施期間

2021
年度

　　脆弱性の克服(カリコム加盟諸国共通）

防災・環境

支援額

（億円）
2016
年度
以前

2019
年度

基本方針
（大目標）

開発課題１-1
（小目標）

防災・環境

【開発課題への対応方針】
防災分野では，過去の協力成果の国内他地域への普及・定着も含め，頻発するハリケーン，
洪水等の自然災害への対応能力強化を図る。気候変動対策については，実施中のカリブ広域
無償資金協力（国連開発計画（UNDP）連携）を通じて，適応（防災）及び緩和両面での対
策推進を図る。環境分野では，廃棄物管理，省エネルギーの推進及び再生可能エネルギーへ
の転換に係る人材育成や組織マネジメント能力向上支援等を実施し，小島嶼開発途上国特有
の脆弱性克服に貢献する。これら支援実施にあたっては，同様の課題を抱える周辺諸国との
知見共有・連携も念頭に置く。

備考
2020
年度

2018
年度

2017
年度

災害対応にも資する
東北産資機材を調達
するための資金の供
与

カリブ広域案件
拠点国：セントルシ
ア，ジャマイカ

 
0.18

1.00

13.99

個別専門家

防災対策・都市環
境改善支援プログ

ラム

防災分野では，自然災害への対応能力
強化を図る。気候変動対策について
は，実施中の無償資金協力を通じて，
適応（防災）及び緩和両面での対策推
進を図る。環境分野では，廃棄物管
理，省エネルギーの推進及び再生可能
エネルギーへの転換に係る人材育成や
組織マネジメント能力向上支援等，小
島嶼開発途上国特有の脆弱性克服に必
要な支援を実施する。

防災分野の青年研修 課題別研修他

防災分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力

防災分野の無償資金協力 無償

国連開発計画
（UNDP）連携，
8か国対象

防災・環境分野のボランティア派遣 JOCV/SV

気候変動に対応するための日・カリブ・パートナーシップ計画 無償
15.26

（8か国計）

広域案件4か国対象カリコム省エネルギー推進プロジェクト 技プロ

 



中小企業支援・人材育成分野の課題別研修

社会的弱者支援・教育分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力 草の根無償

 

開発課題２－1
（小目標）

雇用機会の拡充・
人材育成

その他
個別の案件

ジャマイカ研究所展示・視聴覚機材整備計画 一般文化

　

0.58

課題別研修他

障害者の社会参加促進支援のボランティア派遣 JOCV/SV

中小企業・生産性
強化プログラム

2.99百万ドル
世銀開発政策・人
材育成基金
（PHRD)

【凡例】　「協準」（＝全ての協力準備調査）、「詳細設計」（＝詳細設計）、「技プロ」（＝技術協力プロジェクト）、「開発計画」（＝開発計画調査型技術協力）、「個別専門家」、「個別機材」、「国別研修」、「課題別研修他」（＝課題別研修及び青年研修）、「ＪＯＣＶ」（＝青年海外協力隊）、「Ｓ
Ｖ」（＝シニア海外ボランティア）、「第三国専門家」、「第三国研修」、「現地国内研修」、「科学技術」（＝科学技術協力（技プロ型及び個別専門家型））、「草の根技協」（＝草の根技術協力）、「○○省技協」（＝外務省・ＪＩＣＡ以外の省庁及び独立行政法人等が実施している技術協力）、「民間提案
型技協」（＝開発途上国の社会・経済開発のための民間技術普及促進事業）、「無償」（＝以下に特記するサブ・スキームを除く全ての無償資金協力）、「水産無償」（＝水産無償資金協力）、「食糧援助」（＝食糧援助）、「一般文化」（＝一般文化無償資金協力）、「草の根文化」（＝草の根文化無償資金協
力）、「緊急無償」（＝緊急無償資金協力）、「日本ＮＧＯ」（＝日本ＮＧＯ連携無償資金協力）、「草の根無償」（＝草の根・人間の安全保障無償資金協力）、「有償」（＝円借款、海外投融資）、「マルチ」（＝国際機関等を通じた多国間協力スキーム）、「中小企業支援」（＝中小企業海外展開支援事業
「基礎調査」、「案件化調査」及び「普及・実証事業」、並びに中小企業連携促進基礎調査）、実線「―――」（＝実施期間）、破線「- - - -」（＝実施予定期間）

【現状と課題】
2008年の世界経済危機によりマイナス成長となっていたジャマイカ経済は，世界経済の回復に伴い，2011年は僅か
ながらの成長を記録した後ものの，2012年には再び成長が鈍化していたが，政府が進める構造改革の成果や原油価格
低下の影響で再び持ち直しつつある。しかしながら，失業率（13.2％，2016年ジャマイカ企画庁）は依然として高い
水準にあり，雇用機会の拡充は政府の施策において引き続き重要な位置を占める。一方で，ジャマイカ政府は多額の
債務を抱え（対GDP比115％，2017年財務・公共サービス省），財政支出抑制が強く求められており，独自の財源に
よるインフラ等の公共事業の実施において困難を抱えている。また，厳しい財政事情から，社会的弱者を中心とする
国民の能力強化及び生産性向上の基礎となる教育の環境が十分に整っておらず，人材育成の面でも課題を抱えてい
る。

2017
年度

2018
年度

2019
年度

社会的弱者支援分野の課題別研修 課題別研修他

障害者の社会・経済的包摂プロジェクト マルチ

 

SV

中小企業支援・人材育成分野の草の根・人間の安全保障無償資金協力

中小企業の競争力強化のネックになっ
ている生産性の向上に資する制度・人
材育成及び中小企業を支援する公的機
関の能力向上のための取組を支援し，
経済活性化と雇用拡大を後押しする。

重点分野２
（中目標）

格差是正

協力プログラム概要

生産性向上及び中小企業の能力開発分野支援のボランティア派遣

案件名 2020
年度

2021
年度

【開発課題への対応方針】
過去の支援（世界銀行の日本社会開発基金による雇用機会の拡充，中小企業支援のための専
門家派遣，生産性向上や社会的弱者支援のためのボランティア派遣等）の成果を踏まえつ
つ，研修やボランティア派遣等を通じた中小企業振興支援，障害者の社会参加促進を通じた
社会的弱者への雇用機会の拡充，無償資金協力等を活用した教育・医療環境整備等の支援を
実施する。

スキーム

実施期間
支援額

（億円）
備考

草の根無償 0.37

2016
年度
以前

0.71

 

その他ボランティア派遣（スポーツ分野、青少年、コミュニティ支援分野） JOCV/SV

教育分野のボランティア派遣 JOCV/SV


